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研究成果の概要（和文）：介入の対象となるK市の公営住宅において、以下の取り組みを継続して実施した。①
住民組織が自主運営するコミュニティカフェにおける継続的な健康相談会の開催、②同コミュニティカフェを起
点とした健康教育の実施、③自治会組織に協力を得て自治会報での健康情報の提供。
同期間中には世界的な感染症の流行があり、多くの住民が交流の機会の減少を経験したが、特に①ではオンライ
ンでの取り組みを導入、③での情報提供頻度を増やすなどの工夫を行った。
今後は、同地区内で効果の検証を行う予定である。

研究成果の概要（英文）：At the public housing in District A of K City, which was the target of the 
intervention, we continued to implement the following initiatives.　①Holding continuous health 
consultation meetings at community cafes independently operated by residents' organizations，②
Implementation of health education starting from community cafes，③Provision of health information 
in community bulletins.
Due to the COVID-19 pandemic during the period, many residents were forced to reduce opportunities 
for interaction.WeDevised to provide health consultations online and Increased information 
provision.
In the future, we plan to verify the effects in the target area.

研究分野： 医歯薬学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
介入の対象となる K 市内でも特にコミュニティのつながりが希薄な地域である U 地区
（公営住宅）において、自治会が自主運営するコミュニティカフェを起点に、定期的な健康相談会や健康教育を
実施し、交流を促進することで同地区内のソーシャルキャピタルの再構築に対する取り組みを行っている。
研究期間内にはCOVID-19の流行があったため、対面での開催ができなかった時期もあったが、オンラインや映像
媒体を使用しての相談や健康教育を実施できるように環境整備を行ったり、自治に協力を得て会報での頻回な情
報提供を行った。これらの取り組みにより、対象地域の住民の安心につながったと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 
本邦での急速な少子高齢化の事実は周知のことであるが、その進み方は地域によって異なって

いる。自治体単位での差異として、最も高齢化率が高い群馬県南牧村（60.5％）と東京都小笠原
村（12.7％）が挙げられる（2017 年の国勢調査：避難区域を除く）。その差異は自治体間のみで
はなく、自治体内の小地区ごとにも見られることは想像に難くなく、その介入の在り方も一律で
は不十分であることは容易に推察される。 
そのような中で、国は高齢者をはじめとして「誰一人取り残さない」社会の実現を目指して、

経済・社会・環境をめぐる広範な課題に統合的に取り組むための世界共通の目標である持続可能
な開発目標（SDGs）を、広く全国の自治体において積極的に推進するため、地方創生に向けた 
SDGs 推進事業を実施するとしている（令和 2 年版高齢社会白書）。その実現には、ハード面の
整備も不可欠であるが、公的サポートの充実や関係機関間の連携のみならず、住民相互の関係性
の中での見守りネットワークの構築とその持続性も不可欠であると考えられる。 
本研究の対象とする大阪府 K 市 U 地区は、府営住宅のみで構成される地区である。同市の高

齢化率が 25.7％である中、同地区の高齢化率は 38.0％（いずれも 2015 年）であり、また、府営
住宅という特徴から、特に若年層における人口の転出入が多いという特徴を有している。そのよ
うな環境から、自治会組織が中心となって、住民相互の交流を活性化し、高齢者を見守るための
ネットワークの一端を担うことを目的としてコミュニティカフェを継続的に運営してきている。 
 
 
２． 研究の目的 

 
本研究は、コミュニティの高齢化に伴うセイフティ・ネットワークが脆弱化している公営住宅

におけるアクションリサーチである。 
介入の目的は、現在コンスタントに開設されているコミュニティカフェに対し「健康情報発信

基地」の役割を付加し、その取り組みがもたらす影響について明らかにすることである。 
さらに、その活動の積極的利用者や協力者の活動参加への過程を明確にすることで、地域のセ

イフティ・ネットワークを強化するための実践的研究を行い、その効果について検証し、一般化
可能性を探る。 
保健分野ではその効果について検証が十分になされてこなかったコミュニティカフェを活用

したセイフティ・ネットワークの構築について実践的に介入し、その効果を検証することによっ
て、介入のあり方について他に先駆けた示唆を得ることができると考える。 
本研究の目的は、コンスタントに開催されているコミュニティカフェを活用して健康情報を発

信し、集う人々のセルフケア能力を向上させることによる予防的地域健康支援システムを構築・
活動の維持の要因について検証する。また、人的ネットワークの形成を促進することによる安心
安全な街づくりを推進するための介入を行う。さらに、介入の評価を行うことによって有効性の
検証と、他地域での実施可能性の示唆を得るとともに、そのプロセスを検討することで、持続可
能な活動の在り方の一端を探索することである。 
 
 
３． 研究の方法 

 
研究全体はミクストメソッドを用いる。質問紙による調査と、平成 23 年度に自治会が行った

調査結果とを突合し、分析を行う。また、インタビュー調査を行い、質的分析を行う。 
該当する自治会に所属する 65 歳以上の高齢者全数を調査対象とする。調査票は配布留置法と

する。民生委員、自治会役員の協力を得て手渡しし、後日研究者が自治会から提供を受けた名簿
に沿って訪問回収を行う。当該地域の住民の自治会所属率は 100％であり、回収率の確保の目的
で訪問回収とする。 
インタビュー調査はコミュニティカフェの積極的利用者および運営協力者を対象と して、コ

ミュニティカフェの別室もしくは該当者宅、あるいは自治会集会所にて行う。場所や日時は該当
者の利便性を鑑みて個別 に調整を行う。 
質問紙調査は該当する自治会に所属する 65 歳以上の者全数（約 700 人）を対象とする。イン

タビュー調査は質的検討のインタビュー対象者は、コミュニティカフェの積極的利用者および
運営協力者を対象とし、分析が理論的飽和に達するまでの人数を対象人数 とする。飽和期待人
数としては 30～50 名を予定している。 
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